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This article presents the multidimensional quality of life indexes of Japanese
migrants temporarily expatriated by the companies that employ them in the state of
Guanajuato, as well as analyze the relationships between the Quality of Life Index of
the migrants with the cities where they live and other personal characteristics. It is
hypothetically assumed that the quality of a group and an individual life varies
negatively due to the influence of migration, if the migratory origin country is a
developed nation and its destined country is a less developed one, such as the flow of
people from Japan to Mexico, caused by the creation or expansion of Japanese
subsidiary companies in the Central West region. The data source is a questionnaire
applied to Japanese employees in management, administrative and engineering
positions, and other workers in the subsidiaries located in the state of Guanajuato during
the second quarter of 2015. The method used to calculate the indices is min and max
aggregation. Statistically, the confidence level of the sample obtained was 90% with
109 cases, and the test of ordinary regression model was applied to measure the
differential impact of migration on the quality of life on an individual scale, according



































2) Padilla (2008) を参照しつつ，Nakasone は「アグアスカリエンテス州に居住する日本人は，
日本人同士で生活する傾向があり，外部で起こることにつき無関心で，“日本で起こったこ
とを会話にあげつつ，常に日本と通じた生活をしている”」とする (Nakasone, 2016: p. 62)。
3) たとえば以下の文献を参照されたい：García y Oliva (2009); Urzúa, et. al. (2015); Murillo y
Molero (2012); De Luca y Nekane (2011)。
大使館に登録されている。これは，メキシコに在住する日本人の永住者








メキシコ外国投資登録簿 (Registro Nacional de Inversión Extranjera) (Secretaría de



















4) 在メキシコ日本大使館は，永住者を「メキシコ政府（移民局：Instituto Nacional de
Migración）により付与された恒常的居住者 (residente permanente) なる滞在資格を有する者で，
かつ同大使館に対し，メキシコに無期限で滞在する意思（通例，メキシコ国内で経済的にも
安定した状態であるか，あるいは確固とした雇用のあるため）を表明している者」と定義し
ている。他方，長期滞在者とは「一時的居住者 (residente temporal) なる滞在資格を有する者
で，かつ同大使館に対し日本に帰国する意思を表明している者」で，本研究の場合，それら
の者をメキシコで雇用する日系企業の意向で帰国となる（おおよそ ¸ 年程度）。
(multidimensional) にわたる QOL のレベルを検証する。さらに，QOL 指数

















都市によっても様々な事象が窺えるであろう (Alguacil, 2000; Velázquez, 1998;














図 1 メキシコおよび中西部における日系企業数（2000 年─ 2017 年)
単位：企業数











アグアスカリエンテス州 9 10 8 50 77
グアナファト州 3 3 7 117 130
ハリスコ州 5 1 5 22 33
ケレタロ州 9 4 2 30 45




2 0 2 5 9
中西部合計 30 19 25 257 331
メキシコシティ 78 25 34 94 231
メキシコのその他の諸州 113 43 39 38 233
メキシコ全体の合計 221 87 98 389 795
















5) メキシコ日本商工会議所 (2017) によれば，2017 年には，日系企業の 64％が自動車産業関
連のものであり，14％が商業，残りはそのほかの製造業，運送業ないしその他のサービス業
に従事するものであった。




年 長期滞在者 永住者 移住者総数 年増加数
総数に対する長期滞在者の割合
(％)
2005 3,528 2,002 5,530 63.8
2009 4,408 2,093 6,501 455 67.8
2010 4,816 2,121 6,937 436 69.4
2011 5,117 2,186 7,303 366 70.1
2012 5,839 2,256 8,095 792* 72.1
2013 6,086 2,301 8,387 292 72.6
2014 6,835 2,351 9,186 799* 74.4
2015 6,950 2,487 9,437 251 73.6






州 / 地域 長期滞在者 永住者
メキシコシティ 2,389 1,029 3,418 208
1,95311,3902,544
移住者総数
2015 年─ 2016 年間の
増加数
アグアスカリエンテス州 1,239 101 1,340 420
グアナファト州 2,029 115 2,144 714
ハリスコ州 461 204 665 140
ケレタロ州 581 63 644 215
サン・ルイス・ポトシ州 306 15 321 98
サカテカス州 53 2 55 12
ミチョアカン州 23 24 47 -1
コリマ州 (Colima) および
ナジャリー州 (Nayarit)
31 19 50 0
中西部合計 4,723 543 5,266 1,598





リエンテス州，ハリスコ州 (Jalisco)，ケレタロ州 (Querétaro) そしてサン・ルイ
















通；2) 一般的な健康状態および医療保険；3) 医療施設の質；4) メキシコの慣
習ないし信条の不適合；5) 文化的融合；6) 子供の教育；7) 居住地域の都市イ

















6) 以下の文献でも参考とされる概念である：Levi y Anderson (1980); Constanza, et. al. (2008);
Orellana, et. al. (2013).
















































































次元 次元別 QOL 指数（％)
61総合的 QOL 指数 2（教育・幸福度を除く）







図 5 2015 年におけるグアナファト州在留日本人の QOL 指数
出所：PROMEJ (2015) に基づき筆者作成




は 1.83 人で (PROMEJ, 2015)，配偶者を含む扶養家族の平均は 2.83 人となる。
かくして，母集団のうち 115 人の在留邦人が家族同伴で移住したものとなり，
その割合は 18.5％である。最後に，グアナファト州において日本人が居住す
る都市は，収集したサンプル (PROMEJ, 2015) に従えば，レオン市 (León)（27％），
イラプアト市（37.5％），サラマンカ市 (Salamanca)（2'.4％）そしてセラージャ
市 (Celaya)（6.3％）となっている。
3.3 次元別 QOL 指数の結果
図 5 は QOL 指数の次元ごとに分類した結果を示している。同指数は値の高








7) 外務省 (2016) に基づく推計。



























とはいえ，指数自体は 78％を記録しており，総合的 QOL 指数の平均値より
も極めて高いものとなっている（図  参照）。
「メキシコに居住するうえでの幸福度」は 74％を記録しており，これも（教







































3.4 次元別 QOL 指数に関する結論
1. 本研究の仮説および日本とメキシコの生活レベルの分析に関する先行研究


























干の個別的特色に関わる情報と，総合的 QOL 指数 :（図  参照）における移
住者個人につき推定される QOL 指数を基に，様々な最小二乗法回帰モデル分
析の結果を紹介する。上記特色は次の変数に相当するものである：i) icvi g
（「個別 QOL 指数」を示し，0〜:00％で変動）；ii) Felicidad（「メキシコに居住するう
えでの個人の幸福度指数」で，0〜:00％の尺度において，回答の選択肢は 6 つであっ
た）；Paternidad（「父性」：一人あるいはそれ以上の子供を持つこと＝ :，またモデル
分析の結果として「非父性」＝ 0 とする）；iv) Familia（家族同伴での移住＝ :，単
身での移住＝ 0）；v) Edocivil（当該日本人移住者の民法上の身分：独身＝ 0，既婚あ











・モデル :：Felicidad = f (icvi_g, Paternidad, Familia, Edocivil, Sexo, Ciudad de
León y Ciudad de Irapuato).
(グアナファト州の前記 6 都市の 98 人の在留邦人のサンプルについて）。
・モデル ¸：レオン市についてのみ検定：Icvi_g = f (Paternidad, Felicidad,
Edocivil, Sexo).
・モデル 6：イラプアト市についてのみ検定：Felicidad = f (icvi_g, Paternidad,
Familia, Edocivil, Sexo)




Felicidad Coef. Std. Err. t P > |t| [95% Conf.
icvi_g .0126898 .0076795 1.65* 0.102 -.0025668 .0279464
paternidad -.2873539 .1399575 -2.05* 0.043 -.5654039 -.0093038
familia -.2297224 .2505351 -0.92 0.362 -.727454 .2680093
edocivil .1278039 .1802224
Interval]
0.71 0.480 -.2302394 .4858472
Robust
0.219-1.24.1560264-.1929636Cd.Irapuato
_cons 2.128877 .4651072 4.58 0.000 1.20486 3.052894
.0107253-.0174360.055-1.95*.2587643-.5033552sexo
.1170101-.5029374
Cd. León -.1278736 .171426 -0.75 0.458 -.4684412 .2126939
モデル 1 ロバスト線形回帰：6 都市、女性ならびに男性すべてのデータを使用
Felicidad に関する回帰分析
*/ 90％の信頼度で有意
Number of obs = 98; F(7, 90) = 1.64; Prob > F = 0.1341; R-squared = 0.1216
Root MSE = 0.62807
ICDV_g Coef. Std. Err. t P > |t| [95% Conf.
paternidad_g 4.179956 2.467775 1.69* 0.105 -.952063 9.311976
felicidad .7760349 2.499702 0.31 0.759 -4.422379 5.974449
edocivil_g -7.223747 1.740779 -4.15* 0.000 -10.8439 -3.603598







Number of obs = 26; F(4, 21)= 12.15; Prob > F = 0.0000; R-squared = 0.3501
Root MSE = 6.0586.
Felicidad Coef. Std. Err. t P > |t| [95% Conf.
icdv_g .0197513 .0092525 2.13* 0.041 .0008552 .0386474
paternidad -.3106445 .2239409 -1.39 0.176 -.7679929 .1467039
familia -.1211083 .3339447 -0.36 0.719 -.8031144 .5608978
edocivil -.0501317 .2999078
Interval]
-0.17 0.868 -.6626252 .5623618
Robust
-.1962429-1.2981690.010-2.77*.2697795-.747206sexo




Number of obs = 36; F(5, 30) = 12.74; Prob > F = 0.0000; R-squared = 0.2373
Root MSE = 0.6013.
経済研究所研究報告（2019）
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Felicidad Coef. Std. Err. t P > |t| [95% Conf.
icdv_g .0031416 .0135743 0.23 0.819 -.024621 .0309042
paternidad_g -.1309257 .2563606 -0.51 0.613 -.6552419 .3933906
familia_g -.479588 .1588408 -3.02 0.005* -.8044539 -.1547221
edocivil_g .4887576 .4241614
Interval]
1.15 0.259 -.3787499 1.356265
Robust
.7423106-1.7648120.411-0.83.6129196-.5112507sexo_g




Number of obs = 35; F(5, 29) = 2.13; Prob > F = 0.0907; R-squared = 0.0821
Root MSE = 0.66974






2. モデル : によれば，メキシコ在留日本人男性の幸福感は女性のそれより
も低い。とはいえ，女性の個別 QOL 指数は男性と比較して「低い」ある
いは「非常に低い」ものとなっている。

















個別 QOL 指数の結果（平均 63％）に従って想定しうるところから，日本
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